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群  少人数群 

使用言語  日本語 

時間数  30時間 

対象学生  全学向 配当学年  主として１回生 

単位数  2単位 

  開講年度・
  開講期

 2025・
 前期集中 

曜時限
 集中
  4-6月の金曜５
限及び8月中の3
～4日程度 

授業形態  ゼミナール（対面授業科目） 

 キーワード  ゲノム生物学関連 / 自然人類学 / 霊長類 / 環境応答 / 生態-進化-発生 

　受講定員
  (1回生定員)  6 (6) 人

教室  教育院棟演習室21 

 

 [授業の概要・目的]
　ヒトを含む数多くの生物種の全ゲノム配列が解読され、生命科学がゲノム配列の情報に基づいて
タンパク質の構造や遺伝子機能、生物特性を解明する「ポストゲノム」の時代にあると称されて久
しい。昨今では、次世代シークエンサーとよばれる塩基配列解析装置の登場によって研究室レベル
でのゲノム配列の解読も可能となり、様々な生物種や症例のゲノム配列が次々と公開・更新されて
いく「ゲノム情報化」の時代に突入した。iPS細胞やゲノム編集などの技術革新と合わせ、生命科
学は今まさに大きな転換期を迎えている。

　こうした中、以前までは不可能だった研究が実施可能となり、生命科学の新たな可能性が拓けて
きた。例えば、従来はマウスなどの一部の「モデル生物」でのみ、先端生命科学の手法が有効であ
ったが、今ではあらゆる生物種やその特性（表現型）を対象に、ゲノムを解読・操作し、発生現象
を人為的に再構成し、生態や進化を分子レベルで解析することもできる。また、ゲノムの情報化に
伴い、学部生でもコンピューターを使って遺伝子を特定することが可能であり、かつては大学院で
実施していたような研究に取り組める時代となっている。

　そこで本セミナーでは、日進月歩で発展し続けている生命科学の現在を知ることにより、翻って
我々「ヒト」自身を分子や細胞のレベルで見つめ直す機会を設けたい。そのために、（１）参加者
同士のプレゼンテーションや教員による研究紹介を通して、生命科学の先端技術の原理や利用法を
理解する。また、（２）ヒトを含めた霊長類の生命科学に関する最近の知見を学習する。さらに、
（３）犬山キャンパス等、実際の研究現場において先端的体験学習を行う。

 [到達目標]
　生命科学の先端技術やヒトを含めた霊長類学の現在について学び、それらの知識を用いて「ヒト
とは何か」という命題について自然科学的視点、特に分子や細胞という生命科学的な視点からの履
修者独自の理解ができるようになる。

 [授業計画と内容]
　本セミナーでは、前半部の主に座学による学習（場所：吉田南地区の教室、またはzoomによるオ
ンライン） と後半部の体験的学習（場所：犬山キャンパスの研究室） を併用する。

　前半部では、論文の検索やディスカッションを通して、生命科学の先端技術を利用してどのよう
な「新しい生命科学」の研究が現在行われているかについて、学習する。また、ヒトやヒト以外の
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霊長類のゲノム解析等のデータをもとに、現在どのようなことが課題になっているのかについても
ディスカッションする。具体的には最初に受講生の興味の対象と教員の専門分野をすりあわせ、お
互いに理解可能な分野について受講生の自発的な学習に基づいて研究の歴史と現状、今後の課題等
についてディスカッションする。また、今後の課題についての解決策を検討し、必要ならば後半部
での実習でその実践を試みる。

　また、後半部では、実際の研究現場の体験として、DNAを増幅するPCRや配列決定などの実習を
行う（場所：愛知県犬山市にある京都大学犬山キャンパス、日程：夏期休暇中の３泊４日程度。詳
細はセミナー期間中に決定。）。ゲノムや遺伝子の実験に加え、iPS細胞や霊長類個体の観察も行
い、遺伝子から生態まで包括的に捉える契機とする。前半の学習内容に基づいた実習計画を立案し、
後半で実践する計画である。ゲノムや遺伝子、細胞の実験は、京都大学の規定に基づいたものであ
る。

　授業回数は前半の講義と後半の実習を合計してフィードバックを含め全15回とする。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
　セミナー全体を通して、総合的に判断する。特に、各回におけるディスカッションの論理的整合
性・独創性・おもしろさや発表、討論への積極性を評価する。詳細については、授業中に説明する。

 [教科書]
必要に応じてプリント等を配布予定。
 [参考書等]
  （参考書）
京都大学霊長類研究所 『新しい霊長類学―人を深く知るための100問100答 』（講談社ブルーバッ
クス）ISBN:978-4-06-257651-2
京都大学霊長類研究所 『新・霊長類学のすすめ (京大人気講義シリーズ) 』（丸善出版）ISBN:978-
4-621-08533-2
中村桂子，松原謙一 著 『細胞の分子生物学 第5版』（ニュートンプレス）ISBN:978-4315518672
山極寿一、尾本恵市 『日本の人類学』（ちくま新書）ISBN:978-4-480-07100-2

  （関連ＵＲＬ）
 http://www.pri.kyoto-u.ac.jp/bunshi/idenshi/index.html

 [授業外学修（予習・復習）等]
　各自が、テーマとなる生命科学の先端技術等のネタについて事前に調べ、プレゼンテーションを
行うための準備を行ってほしい。発表様式は自由。

 [その他（オフィスアワー等）]
　特に高校生物の履修経験は問わないが、生命科学への興味をもった希望者を歓迎する。インター
ネット、電子メール、PowerPoint などは使えることが望ましいが、必要に応じて授業期間内に習得
しても構わない。
　夏季休暇中の実験実習に関しては、旅費（京都からの往復交通費１万円程度）は原則として受講
生の負担とするが、希望者には補助も行う。宿泊費は1泊千円程度の犬山キャンパス宿泊棟を利用
予定。学生教育研究災害傷害保険に各自加入しておくこと。採点報告日（8月中旬）以降に集中講
義を実施する場合は、成績報告が前期に間に合わない可能性がある。


